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宮
城
県
商
工
会
連
合
会

会
長

齋

藤

富

嗣

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
る
に

令
和
七
年
の
新
春
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
令
和
六
年
能
登
半
島

地
震
や
台
風
、
豪
雨
等
の
自
然
災

害
の
発
生
、
国
際
情
勢
緊
迫
化
に

よ
る
原
材
料
・
資
源
価
格
の
高
騰
、

歴
史
的
な
円
安
水
準
に
起
因
す
る

物
価
高
、最
低
賃
金
の
上
昇
な
ど
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
と

っ
て
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。

商
工
会
地
域
で
は
、
十
分
な
価

格
転
嫁
が
進
ま
ず
、
慢
性
的
な
人

手
不
足
に
よ
る
労
務
費
上
昇
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
、

省
力
化
設
備
投
資
対
策
、
創
業
促

進
、
事
業
承
継
問
題
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
へ
の
対
応
な
ど
、高
度
化
・

複
雑
化
し
た
経
営
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
昨
年
十
一
月
に

東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
六
十
四
回

商
工
会
全
国
大
会
で
は
、
全
国
各

地
か
ら
約
三
、〇
〇
〇
名
の
商
工

会
関
係
者
が
出
席
し
、
多
く
の
ご

来
賓
の
も
と
、「
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
た
め
の
大
型
経
済

対
策
の
早
期
編
成
と
実
施
」や「
日

本
経
済
の
起
爆
剤
と
な
る
地
方
創

生
の
推
進
」
な
ど
、
六
項
目
に
つ

い
て
決
議
い
た
し
ま
し
た
。

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
商

工
会
全
国
大
会
で
の
決
議
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
県
下
三
十
三
商
工
会

と
一
体
と
な
り
、
会
員
事
業
所
の

事
業
継
続
を
支
え
る
た
め
、
伴
走

型
経
営
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
地

域
振
興
事
業
に
取
り
組
み
、
商
工

会
地
域
の
活
性
化
や
持
続
的
発
展

を
支
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
の
進
展
な
ど
、
地
域
経
済
・
社

会
の
先
行
き
が
不
透
明
な
中
で
地

域
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
連
帯
に
よ
る
地
方
創
生
へ
の
取

り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
商
工
会

は
唯
一
無
二
の
地
域
総
合
経
済
団

体
と
し
て
、
社
会
的
役
割
や
公
共

的
使
命
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、

会
員
の
皆
様
の
実
情
に
応
じ
た
、

き
め
細
や
か
な
支
援
を
実
施
す
る

体
制
を
維
持
・
強
化
し
、
組
織
を

あ
げ
て
各
種
事
業
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨

年
五
月
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、

県
下
各
商
工
会
長
の
ご
信
任
に
よ

り
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
佐
藤
浩
前

会
長
は
じ
め
、
歴
代
の
会
長
さ
ん

方
の
実
績
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

県
連
会
長
と
し
て
の
責
務
を
果
た

す
べ
く
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
商
工
会
員
の
皆
様
並

び
に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て
、

本
年
が
大
き
く
飛
躍
し
、
明
る
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
城
県
知
事村

井

嘉

浩

当
た
り
、
県
民
の
皆
様
の
御
健
勝

と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
パ
リ
二
〇
二
四
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

お
い
て
本
県
ゆ
か
り
の
選
手
が
世

界
の
強
豪
を
相
手
に
素
晴
ら
し
い

活
躍
を
さ
れ
、
私
た
ち
県
民
に
勇

気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。一

方
で
、
夏
に
は
記
録
的
な
大

雨
や
台
風
が
続
き
、
東
北
地
方
に

お
い
て
も
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災

害
が
発
生
す
る
な
ど
、
甚
大
な
被

害
が
生
じ
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
改
め
て
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
県
は
被
災
地
の
復
興

完
了
に
向
け
た
き
め
細
か
な
サ
ポ

ー
ト
に
加
え
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
、
大
規
模
化
・
多
様
化
す

る
自
然
災
害
へ
の
備
え
、
依
然
と

し
て
続
く
物
価
高
騰
へ
の
対
応
な

ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
応

し
、「
新
・
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
掲
げ
る
将
来
像
の
実
現
に

向
け
、
県
民
一
人
一
人
が
幸
福
を

実
感
し
、
地
域
の
活
力
を
維
持
し

な
が
ら
持
続
的
な
発
展
を
目
指
し

て
い
く
た
め
に
、
今
年
は
次
の
三

点
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

一
つ
目
は
「
人
口
減
少
対
策
」

で
す
。
子
ど
も
・
子
育
て
を
社
会

全
体
で
支
え
る
環
境
の
整
備
、
質

の
高
い
雇
用
の
創
出
や
県
内
就
職

の
促
進
等
に
よ
る
若
者
の
県
内
定

着
、
県
内
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援
等
に
よ
る
外
国
人
の
確
保
・

定
着
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

二
つ
目
は
「
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

に
よ
る
変
革
み
や
ぎ
の
実
現
」
で

す
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
フ
ル
活
用
し
、
県
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
県
内
産
業
の
活
性

化
、
働
き
方
改
革
の
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
県
民
サ

ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

身
分
証
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
災
害

時
と
日
常
時
の
両
方
で
利
便
性
の

高
い
県
民
ア
プ
リ
と
し
て
の
普
及

拡
大
を
、
市
町
村
と
連
携
し
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

三
つ
目
は
「
半
導
体
を
は
じ
め

と
す
る
成
長
産
業
の
誘
致
・
育
成
」

で
す
。
半
導
体
は
、
脱
炭
素
や
省

電
力
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
な

ど
、
様
々
な
社
会
的
問
題
の
解
決

に
不
可
欠
な
技
術
で
あ
り
、
今
後

も
関
連
市
場
の
成
長
や
経
済
波
及

効
果
が
期
待
さ
れ
る
重
要
な
産
業

で
す
。
こ
の
た
め
、
も
の
づ
く
り

人
材
の
育
成
や
取
引
創
出
等
を
推

進
し
な
が
ら
、
関
連
産
業
の
誘

致
・
集
積
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り

ま
す
。

宮
城
の
新
時
代
を
切
り
開
く
と

い
う
強
い
思
い
で
、
全
身
全
霊
を

傾
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

持
続
的
発
展
に
向
け
て

変
革
と
発
展
を
目
指
し
て
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朝食会の様子

「
第
六
十
四
回
商
工
会
全
国
大
会
」

の
決
議
事
項
（
※
上
記
「
商
工
会

全
国
大
会
」
記
事
に
記
載
）
に
関

す
る
陳
情
書
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
す
る
と
と
も
に
、
本
県
と
し
て

特
に
実
現
い
た
だ
き
た
い
内
容
に

つ
い
て
も
説
明
し
、
早
急
に
解
決

改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
し

た
。そ

の
後
、
出
席
し
た
国
会
議
員

の
先
生
方
全
員
よ
り
挨
拶
と
要
望

に
対
す
る
心
強
い
言
葉
を
い
た
だ

き
、
朝
食
会
は
終
了
と
な
っ
た
。

【
出
席
国
会
議
員
】

○
衆
議
院
議
員

小
野
寺
五
典
氏

○
衆
議
院
議
員

鎌
田
さ
ゆ
り
氏

○
衆
議
院
議
員

岡
本
あ
き
子
氏

○
衆
議
院
議
員

庄
子

賢
一
氏

○
衆
議
院
議
員

柳
沢　
　

剛
氏

○
衆
議
院
議
員

森
下

千
里
氏

○
参
議
院
議
員

櫻
井　
　

充
氏

○
参
議
院
議
員

和
田

政
宗
氏

○
参
議
院
議
員

石
垣
の
り
こ
氏

○
参
議
院
議
員

越
智

俊
之
氏

商
工
会
全
国
大
会
当
日
で
あ
る

十
一
月
二
十
一
日
に
東
京
都
千
代

田
区
の
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
」
に
お
い
て
、
宮
城
県
選
出
国

会
議
員
等
十
名
と
の
朝
食
会
が
県

内
商
工
会
長
等
三
十
名
参
加
の
も

と
開
催
さ
れ
た
。

朝
食
会
で
齋
藤
会
長
は
「
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
る
人
件
費

の
増
加
や
原
材
料
費
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
の
高
騰
な
ど
、
コ
ス
ト
上

昇
分
の
価
格
転
嫁
が
困
難
な
状
況

に
加
え
、
度
重
な
る
大
規
模
災
害

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
借
入

れ
し
た
債
務
の
返
済
に
迫
ら
れ
、

倒
産
・
廃
業
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
況
が
続
く
な
ど
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は

大
変
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
中
、
商
工
会
で
は
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
販
路

開
拓
支
援
、
生
産
性
向
上
に
伴
う

Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
な
ど
、中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
が
抱
え
る
様
々
な

経
営
課
題
の
解
決
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
き
た
。
今
後
も
『
会
員
あ

っ
て
の
商
工
会
』
を
念
頭
に
、
一

層
信
頼
さ
れ
る
組
織
を
目
指
し
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
希

望
を
持
っ
て
挑
戦
・
成
長
で
き
る

よ
う
、
事
業
者
支
援
に
全
力
を
挙

げ
て
ま
い
る
の
で
、
引
き
続
き
一

層
の
ご
支
援
を
賜
り
た
い
」
と
挨

拶
。続

い
て
、
稲
妻
専
務
理
事
よ
り

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
支

援
に
重
点
を
置
い
た
大
型
経
済
対

策
の
早
期
実
現
等
を
盛
り
込
ん
だ

立
以
来
、
懸
命
に
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
を
支
え
続
け
、
持
続

化
補
助
金
や
事
業
再
構
築
補
助
金

等
を
活
用
し
た
新
た
な
事
業
展
開

の
支
援
に
加
え
、
地
域
事
業
者
の

海
外
市
場
進
出
に
向
け
た
支
援
な

ど
、
積
極
的
に
販
路
拡
大
支
援
を

進
め
て
き
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
、
中
山
間
地
域
や
少
子
高
齢
化

が
進
む
地
域
で
地
方
創
生
の
実
現

に
向
け
て
先
頭
に
立
っ
て
活
動
し

続
け
、
今
こ
そ
商
工
会
が
『
地
域

に
密
着
し
た
唯
一
の
総
合
経
済
団

体
』
と
し
て
の
真
価
を
発
揮
す
る

時
に
あ
る
の
で
、
商
工
会
の
支
援

体
制
の
維
持
と
支
援
力
の
更
な
る

向
上
に
努
め
る
。」
と
述
べ
ら
れ

た
。ま

た
、
大
会
決
議
に
つ
い
て
意

見
表
明
が
な
さ
れ
、
次
の
六
項
目

が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

一
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
た
め
の
大
型
経
済
対
策
の

早
期
編
成
と
実
施

一
、
日
本
経
済
の
起
爆
剤
と
な
る

地
方
創
生
の
推
進

一
、
小
規
模
企
業
対
策
費
の
大
幅

拡
充

一
、
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と

災
害
対
策
の
強
化

一
、
事
業
者
が
活
用
し
や
す
い
各

種
制
度
の
改
正
・
拡
充

一
、
地
域
唯
一
の
経
済
団
体
で
あ

る
商
工
会
の
支
援
力
・
組
織

力
強
化

十
一
月
二
十
一
日
、
第
六
十
四

回
商
工
会
全
国
大
会
が
東
京
都
渋

谷
区
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
」
を
会

場
に
、
本
県
商
工
会
長
等
六
十
五

名
を
含
む
、
全
国
各
地
の
商
工
会

関
係
者
約
三
〇
〇
〇
名
が
参
加
し

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

大
会
で
は
石
破
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
始

ま
り
、
林
芳
正
内
閣
官
房
長
官
、

森
山
裕
自
由
民
主
党
幹
事
長
、
斉

藤
鉄
夫
公
明
党
代
表
、
野
田
佳
彦

立
憲
民
主
党
代
表
、
玉
木
雄
一
郎

国
民
民
主
党
代
表
ら
多
く
の
閣
僚

や
政
党
代
表
、
国
会
議
員
が
来
賓

と
し
て
出
席
さ
れ
た
。

全
国
商
工
会
連
合
会
森
義
久

会
長
の
開
会
挨
拶
で
は
、
冒
頭
石

川
県
を
は
じ
め
、
各
地
で
被
害
に

あ
わ
れ
た
皆
様
へ
の
お
見
舞
い
を

述
べ
る
と
と
も
に
「
商
工
会
は
設

大会会長挨拶をする全国連 森会長

全国より約3000名が参加した全国大会

挨拶をする齋藤会長

「
大
型
経
済
対
策
の
早
期
編
成
と
実
施
」等

六
項
目
の
大
会
決
議
を
採
択

―
第
六
十
四
回
商
工
会
全
国
大
会
―

「
商
工
会
全
国
大
会
」の

決
議
事
項
等
を
直
接
要
望

―
宮
城
県
選
出
国
会
議
員
と
の
朝
食
会
―
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宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
佐

藤
創
で
す
。
今
回
の
支
援
事
例

は
、
富
谷
市
か
ら
地
域
の
魅
力
を

世
界
に
発
信
し
よ
う
と
起
業
し
た

リ
ボ
ー
ン
株
式
会
社
さ
ん
。

相
談
者
の
本
多
さ
ん
は
、
経
済

産
業
省
の
起
業
家
育
成
海
外
派
遣

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
、
ア
メ

リ
カ
で
お
茶
が
ヘ
ル
シ
ー
な
飲
料

と
し
て
浸
透
し
て
い
る
現
状
を
見

ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ス
と
感
じ
た
の

は
、
近
年
お
酒
を
飲
ま
な
い
ソ

バ
ー
キ
ュ
リ
ア
ス
と
い
う
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
進
展
し
、
飲
み
会
で

も
ア
ル
コ
ー
ル
の
無
い
カ
ク
テ
ル

（
モ
ク
テ
ル
と
呼
び
ま
す
）
を
頼

む
人
が
急
増
し
て
い
る
背
景
で
し

た
。

本
多
さ
ん
は
、
お
茶
を
モ
ク
テ

ル
と
し
て
世
界
に
発
信
し
た
い
と

考
え
ま
し
た
。
当
拠
点
で
お
話
さ

せ
て
頂
き
、
ま
ず
は
テ
ス
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
で
の
実
績
作
り
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
向
け
百
貨
店
で
の
催
事
や
、

国
際
空
港
で
の
テ
ス
ト
販
売
な
ど

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
共
に
考
え
、
ブ

ラ
ン
ド
名
や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
作
成
を
支
援
し

ま
し
た
。
ま
ず
は
令
和
六
年
十
一

月
に
い
わ
て
花
巻
空
港
で
の
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
販
売
が
実
現
し
ま
し

た
。引
き
続
き
実
績
作
り
を
行
い
、

融
資
に
よ
る
サ
イ
ト
構
築
等
、
海

外
販
路
開
拓
を
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
例

去
る
十
一
月
十
五
日
か
ら
十
七

日
、
東
京
・
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
に
お
い
て
「
ニ
ッ
ポ
ン
全

国
物
産
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

今
年
度
は
「
日
本
最
大
級
の

フ
ー
ド
コ
ー
ト
を
擁
す
る
ニ
ッ
ポ

ン
全
国
物
産
展
」
を
テ
ー
マ
に
、

出
来
立
て
の
ご
当
地
フ
ー
ド
が
そ

の
場
で
食
べ
ら
れ
る
飲
食
ス
ペ
ー

ス
が
千
席
以
上
設
置
さ
れ
た
。

全
国
か
ら
厳
選
さ
れ
た
百
八
十
一

事
業
者
が
集
結
す
る
な
か
、
本
県

か
ら
は
菓
子
製
造
販
売
業
者
二
社

が
出
展
。宮
城
の
名
産
で
あ
る「
ず

ん
だ
」を
使
用
し
た
餅
や
だ
ん
ご
、

ア
イ
ス
等
の
商
品
や
県
内
産
素
材

に
こ
だ
わ
っ
た
「
手
焼
き
せ
ん
べ

い
」
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
を
行
っ
た
。

ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
自
慢
の

ス
イ
ー
ツ
が
勢
揃
い
し
た
「
ス

イ
ー
ツ
セ
レ
ク
ト
」
や
全
国
各
地

の
銘
酒
が
楽
し
め
る
「
酒
ズ
キ
横

丁
」
の
特
設
ブ
ー
ス
の
他
、
元
大

関
栃
ノ
心
に
よ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア

ワ
イ
ン
販
売
も
行
わ

れ
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
っ
て
い
た
。

全
国
各
地
の
選
り
す

ぐ
り
の
味
覚
と
名
品
を

求
め
て
三
日
間
で
約

八
万
人
が
会
場
を
訪

れ
、
通
路
は
人
の
往
来

が
出
来
な
い
ほ
ど
の
多

く
の
人
で
溢
れ
る
等
、

大
変
賑
わ
い
の
あ
る
物

産
展
と
な
っ
た
。

来
年
度
の
出
展
に
つ

い
て
は
、
お
近
く
の
商

工
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

本県からの出展事業者

当社URL：https://www.reborntomiya.com/
いわて花巻空港でのポップアップ

今
年
も
四
十
七
都
道
府
県
の

選
り
す
ぐ
り
の
味
覚
と
名
品
が
大
集
合
！

―
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
―

●
ロ
ー
ソ
ン

●味の素

仙台ホサナ教会●

●ダイアパレス上杉

●イースタンビル

地
下
鉄
北
四
番
丁
駅

上
杉
山
通

小
学
校

作並街道

奥
州
街
道

至
仙
台
駅

宮城県商工会
連合会

サテライトオフィス上杉
（プロスペール本田3F）
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【
事
業
概
要
】

石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
地
区
で

先
々
代
よ
り
五
十
年
以
上
続
く
海

藻
類
養
殖
・
水
産
加
工
販
売
業
を

営
ん
で
お
り
ま
す
。

十
三
浜
地
区
は
東
北
最
大
の
河

川
で
あ
る
北
上
川
と
三
陸
の
荒
々

し
い
海
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
海
産

物
が
育
つ
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
プ
リ
っ
と
し
た
食
感
と
肉

厚
で
歯
ご
た
え
の
良
い
十
三
浜
産

わ
か
め
は
多
く
の
フ
ァ
ン
を
有
し

て
お
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
被
っ
た
も
の
の
、
グ
ル
ー

プ
補
助
金
等
を
活
用
し
て
事
業
を

早
期
に
再
建
し
、
十
三
浜
産
わ
か

め
の
認
知
が
消
え
な
い
よ
う
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

【
力
を
入
れ
て
取
組
ん
で
い
る
こ
と
】

海
藻
類
養
殖
は
自
然
環
境
に
よ

り
大
き
く
収
穫
量
が
左
右
さ
れ
、

毎
年
安
定
し
た
量
を
確
保
す
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
、
飲
食
店
な
ど
か
ら
の
受
注
が

大
幅
に
減
少
す
る
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、
販
路
拡

大
の
た
め
の
新
た
な
商
品
開
発
に

着
手
し
、
十
三
浜
産
わ
か
め
を
使

用
し
た
ご
家
庭
で
も
気
軽
に
食
べ

ら
れ
る
お
惣
菜
の
開
発
を
行
い
ま

し
た
。

完
成
し
た
商
品
は
、
以
前
か
ら

お
付
き
合
い
の
あ
る
ラ
ー
油
製
品

製
造
会
社
と
コ
ラ
ボ
に
よ
る
自
社

養
殖
の
刻
ん
だ
茎
わ
か
め
、
昆
布

を
使
用
し
た
「
茎
わ
か
め
と
こ
ん

ぶ
の
ピ
リ
辛
ラ
ー
油
漬
け
」で
す
。

【
商
工
会
の
活
用
】

新
商
品
の
開
発
に
関
し
て
商
工

会
に
相
談
し
、商
工
会
主
催
の「
新

商
品
モ
ニ
タ
リ
ン
ン
グ
調
査
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
地
区
の
道
の
駅

に
来
場
さ
れ
た
お
客
様
に
開
発
中

の
商
品
を
試
食
し
て
い
た
だ
き
、

ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
を
も
と
に
商

品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
繰
り

返
し
行
い
ま
し
た
。
お
客
様
の
生

の
声
を
聴
取
で
き
た
こ
と
で
、
商

品
の
調
味
や
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

選
定
、
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
等
に
も

役
立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、販
路
開
拓
に
関
し
て
も
、

商
談
会
へ
の
参
加
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
シ
ー

ト
の
作
成
、営
業
先
の
選
定
な
ど
、

様
々
な
面
で
商
工
会
の
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

最
近
で
は
、
テ
レ
ビ
出
演
に
よ

る
宣
伝
活
動
や
地
区
内
飲
食
店
と

の
コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
開
発
、
駅
の

お
土
産
品
コ
ー
ナ
ー
で
の
取
り
扱

い
も
増
え
て
お
り
、
徐
々
に
販
路

が
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

そ
の
後
も
、
毎
年
商
工
会
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
へ
参
加
し
、
お

客
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を

参
考
に
既
存
商
品
の
５
倍
辛
口
で

あ
る
「
茎
わ
か
め
と
こ
ん
ぶ
の
辛

口
ラ
ー
油
漬
け
」
を
開
発
し
販
売

を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
も
商
品

の
シ
リ
ー
ズ
化
を
図
り
、
販
路
開

拓
と
と
も
に
十
三
浜
産
わ
か
め
の

更
な
る
認
知
度
向
上
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新たに開発した
「茎わかめとこんぶのピリ辛ラー油漬け」

新商品モニタリング調査

元気な事業所紹介

十三浜産わかめをもっと身近に
～新商品開発で更なる認知度向上を目指して～

有限会社マルイチ西條水産 代表　西條　覚　氏

住　　所：石巻市北上町十三浜字松ノ坂8－3
電話番号：0225－66－2065　　ＦＡＸ：0225－66－2317　　H　P：https://maruichisaijousuisan.com/

業種 時間額 効力発生日
鉄鋼業 1,059円 令和6年12月15日
電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業 1,012円 令和6年12月15日

自動車小売業 1,036円 令和6年12月15日

宮城県（産業別）最低賃金が改正されました

宮城県最低賃金は、それぞれ上記の金額に引上げとなりました。
詳しいことは、宮城労働局労働基準部賃金室（電話022-299-8841）又は、最寄りの労働基準監督署まで、お問い合わせください。

宮城県最低賃金

973円
（効力発生日）
令和6年10月1日
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事業計画策定時によく使われる用語に「戦略」が
あります。時代や地域、分野等でその概念は異なる
ものの、一般的には特定の目的を達成するために、
長期的視点と複合的思考で自身が保有する資源を効
果的に運用する技術、理論と定義され、軍事学から
くる用語とする説もあります。

▶ 失敗からの学び
日本国語大辞典によると「戦略」の意味は、第一

義的には「いくさのはかりごと」。特に戦いに勝つた
めの大局的な方法や策略としています。振り返ると、
歴史には多くの勝者と敗者が登場しました。勝者は
自らの目標に向かって努力を惜しまず、挫折や困難
にもめげずに根気強く前進し続けました。成功する
ための努力と忍耐を欠かしません。さらに彼らは常
に自己啓発を怠らず、新たな挑戦に大胆かつ果敢に
取組み、時としてリスクを冒す勇気もありました。

一方、失敗は誰にとっても避けたいものですが、
実際には避けられないものです。敗者からの学びは、
先ずは失敗を受け入れることです。誰もが完璧では
なく、むしろ失敗することは人間らしいことでもあ
りますね。そして、失敗した原因やその結果をじっ
くりと顧みて、次に同じような局面に接したときに、
同じ間違いを繰り返さないようにするための反省を
促し、そこから学ぶ姿勢が大切だと考えます。

また、他者の失敗から学ぶことも重要です。なぜ
その失敗が起きたのかなどを注意深く観察し、自身
の経験に活かしながら失敗を恐れずにチャレンジし
続けることが成功への道筋であるとも言えるかもし
れません。失敗からの学びは、受け入れること、反
省すること、他者から学ぶこと、そして挑戦するこ
との積み重ねであり、これらの経験を通じてこそ、
より多くの知恵を得ることができるのではないでし
ょうか。おや、このロジック、いわゆるPDCA的な
アプローチに似ていませんか!?歴史から得られる教
訓は今日のビジネスシーンにおいても大きな示唆を
与えてくれそうです。

宮城県商工会連合会嘱託専門指導員
中小企業診断士　工　藤　弘　之
専門分野は事業連携・生産革新。中核的支援
機関で中小企業者等の経営革新や創業支援に
従事。令和 4年 4月から現職。

事業価値を高める
～変化  先取り  ひと工夫  新たな事業活動にチャレンジ～

ワ̶ンポイント経営アドバイス̶

自由闊達

中小企業等のみなさまの売上拡大や生産性向上を後押しするため、

IoT・ロボット等の人手不足解消に効果がある汎用製品の導入を支援！

国では、人手不足に悩む中小企業等に対して、IoT、ロボット等の人手不足解消に効果がある

汎用製品を導入するための事業費等の経費の一部を補助することにより、簡易で即効性があ

る省力化投資を促進する、標記補助金の募集を受け付けております。

補助対象 補助上限額 補助率

補助対象として

カタログに

登録された製品等

従業員数５名以下 ２００万円（３００万円）
1/2

以下
従業員数６～２０名 ５００万円（７５０万円）

従業員数２１名以上 １，０００万円（１，５００万円）
※賃上げ要件を達成した場合、（ ）内の金額に補助上限額を引き上げ

※今後、各申請における補助額の合計が補助上限額に達するまでは、複数回の応募・交付申請が可能となる予定です。

【インフォメーション窓口】

宮城県省力化補助金事務局
仙台市青葉区上杉二丁目３－７ Ｋ２小田急ビル８０２号室

※インフォメーション窓口の利用には事前予約が必要です。

インフォメーション

窓口の事前予約や

事業の詳しい内容は

←こちらからどうぞ

のごあんない

【製品カタログ 随時更新中です】
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年
金
は
増

掛
金
は
ダ
イ
エ
ッ
ト

資料請求

ＱＲコード

資料請求

歳から
一生涯もらえる
年金を上乗せ。

受給年齢制限のある個人年
金とは違い、 歳から一生
涯年金を受け取る※ので、
高齢になってからのお金の
心配が減らせます。

※A型･ 型の場合

全額控除対象なので
税金がおトクに。

国民年金基金は公的な個人
年金であるため、掛金全額
を社会保険料控除として控
除できます。所得税と住民
税の軽減につながります。

資料のご請求は、こちらから
全国国民年金基金の支部よりご連絡させていただき
ます。ご入力いただいた情報について、商工会、商
工会連合会と共有する場合があることを了承のうえ、
資料請求ください。

0120-65-4192 平日 ： ～ ： お住いの地域の支部につながります。ご所属の商工会名をお伝えください。

国民年金基金に加入できる方
歳以上 歳未満の自営業者やフリーランス、国民年金の第 号被保険

者の方です。その他にも 歳以上 歳未満の方や海外に居住されている
方で国民年金に任意加入している方が加入できます。

https://reg18.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=oeti-tclin-dacaf5b6215270bd576936c67ccad6af&gunoad_cid=null&link=20

量
、
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宮 城 県 火 災 共 済 協 同 組 合

自 動 車 共 済

そ の 他 共 済

―§ 宮 城 の 中 小 企 業 を 応 援 し ま す §―

火災共済 な い ふ る 共 済
( )

休業対応応援共済
おお問おお問問問問い問問いいいいいいいいい合合合合合合合合合合わ合合合わわわわわわわわせわわせせせせせせせせせ・せせせせ・おおおおおおおおおおおおおお申お申申申申申申込込込込込込込み込みみみみみみみみみみみはみみみはは おお 近近 くく のの 商商 工工 会会 へへ

十
一
月
二
十
七
日
〜
二
十
八

日
、
第
二
十
四
回
商
工
会
青
年
部

全
国
大
会
が
、「
大
阪
に
酔
っ
て

っ
て
〜
一
期
一
笑
に
人
稼
ぎ
〜
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
本
県
九
十
七

名
を
含
む
約
四
千
五
百
名
の
青
年

部
員
参
加
の
も
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

ス
タ
ジ
ア
ム
吹
田
を
会
場
に
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
顕

彰
等
の
授
与
式
で
は
、
渡
邊
雄
一

県
青
連
副
会
長
（
村
田
町
商
工
会

青
年
部
）
が
、
広
域
的
な
青
年
部

活
動
を
率
先
垂
範
し
て
他
団
体
を

糾
合
し
、
事
業
の
推
進
に
大
き
な

成
果
を
上
げ
た
こ
と
に
対
す
る
功

績
が
認
め
ら
れ
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
部
門
」
に
お
い
て
表
彰

さ
れ
、
新
貝
英
歴
前
県
青
連
副
会

長
（
蔵
王
町
商
工
会
青
年
部
）
は
、

永
年
の
青
年
部
活
動
に
お
け
る
功

績
に
対
し
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
等

に
お
け
る
復
旧
復
興
を
迅
速
か
つ

広
域
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会

（
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｓ
Ｅ
）、
日
本
商
工

会
議
所
青
年
部
（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）、
全

国
中
小
企
業
青
年
中
央
会
（
Ｕ
Ｂ

Ａ
）、
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年

会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
の
全
国
青
年
友

好
四
団
体
に
よ
る
災
害
支
援
覚
書

へ
の
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
全
国
七
ブ
ロ

ッ
ク
の
代
表
に
よ
る
主
張
発
表
全

国
大
会
で
は
、
東
北
・
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て
、
本
県
加

美
商
工
会
青
年
部
所
属
の
浅
野
健

太
く
ん
が
『
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
て
再
確
認
し
た
青
年
部
活
動
の

重
要
性
〜
共
生
と
創
造
の
力
で
乗

り
越
え
た
困
難
〜
』
と
題
し
て

堂
々
と
発
表
し
、
優
良
賞
を
受
賞

し
た
。

最
優
秀
賞
に
は
、
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
の
石
川
県
能
登
町
商
工
会

青
年
部
の
鶴
野
晋
太
郎
く
ん
が
見

事
輝
い
た
。

そ
の
後
、
コ
ン
コ
ー
ス
に
出
店
し

て
い
る
全
国
各
地
の
青
年
部
員
か

ら
、
自
社
の
取
り
組
み
や
商
品
Ｐ

Ｒ
説
明
が
そ
れ
ぞ
れ
ス
テ
ー
ジ
上

で
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
参
加
者

全
員
に
よ
る
交
流
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
大
会
一
日
目
が
終
了
し
た
。

大
会
二
日
目
は
、
全
青
連
の
五

つ
の
委
員
会
で
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
内
容
に
つ
い
て
各
委
員
長
よ

り
説
明
が
な
さ
れ
る
等
の
全
国
部

長
会
議
が
行
わ
れ
た
他
、
基
調
講

演
で
は
、
吉
本
興
業
所
属
の
小
藪

千
豊
氏
よ
り「
コ
ン
ビ
解
散
し
て
、

結
婚
し
て
子
供
が
生
ま
れ
て
、
親

を
な
く
し
て
、
座
長
に
な
っ
て
、

フ
ェ
ス
主
催
し
て
や
っ
と
理
解
し

た
こ
と
」と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。最

後
に
、
岩
手
県
青
連
か
ら
次

回
大
会
開
催
地
の
予
告
が
行
わ

れ
、
二
日
間
に
わ
た
る
全
日
程
が

終
了
し
た
。

全国の舞台で堂々と発表した
浅野健太くん

大会会場前での集合写真

浅
野
健
太
く
ん（
加
美
）

優
良
賞
を
受
賞
！

―
第
二
十
四
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
―

宮城県内の商工会女性部は地元商工業の発展と魅力あ
る地域づくりを目指して多彩な活動を展開しています。

女性部活動に参加して、女性の感性を経営に活かし、と
もに豊かなまちづくりに貢献しましょう！

〈女性部への加入資格〉
商工会員である商工業
者（法人の場合はその
役員）・その配偶者、
または商工業者の親族
で、会員が経営する事
業に携わる女性の方で
あれば、どなたでもご
加入できます。

年間を通して様々な研修やイベントに参加しています

お問い合わせはお近くの商工会まで
皆様の参加をお待ちしております !

女性部員募集中！
女性部の仲間と地域づくりに
参加しませんか？

松島町で開催した主張発表東北大会の様子




